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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　便器の近くに設置され、排泄物に含まれる成分を分析する機能を有する測定機と、前記
便器にて排泄物を採取する採集器と、前記測定機と採集器とを連結する支持手段とを備え
た排泄物測定装置において、前記採集器に、前記便器への取付部と前記測定機への取付部
を設けたことを特徴とする排泄物測定装置。
【請求項２】
　トイレ内で用便行為により得られた使用者の排泄物の成分を測定する排泄物測定装置に
おいて、便器に対して非固定とされ、排泄物に含まれる成分を分析する機能を有する測定
機と、前記測定機及び便器の双方に取り付けられる採集器とを備えると共に、前記採集器
は便器から取り外した場合であっても、前記測定機によって支持されるように構成されて
いることを特徴とする排泄物測定装置。
【請求項３】
　前記採集器は、前記測定機に対して回動もしくはスライドさせることによって床面から
の取付高さを可変できることを特徴とする請求項１又は２に記載の排泄物測定装置。
【請求項４】
　前記採集器と前記測定機の間を構成する支持部材の長さを可変としたことを特徴とする
請求項１又は２に記載の排泄物測定装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
　本発明は、便器に係止される排泄物の採集器を測定機によっても支持する排泄物測定装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、特開平１０－６２４１３号に見られるものを詳述すると、以下の通りである。
　トイレ内で用便行為により得られた使用者の排泄物（尿）の成分を測定する排泄物測定
装置は、便器には非固定の排泄物に含まれる成分を分析する機能を有する測定機と、便器
に取り付けられる採尿器とを備えると共に、採尿器は便器リムに係止され、両者は可撓性
のある部材によって結合されると共に、測定機によって採尿器は制御されるように構成さ
れている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　従来の排泄物測定装置では、採尿器と測定機を結合する配管経路の部分が、便器を排泄
用途として使用するときに邪魔となることがあることに加え、連結部分の配管が必要以上
に長くなりやすく測定誤差の一因となる場合がある。
　本発明は、上記課題を解決するためになされたもので、本発明の目的は、便器を排泄用
途として使用するときに邪魔となることが無く、かつ、測定精度が高い排泄物測定装置を
提供することにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために請求項１は、便器の近くに設置され、排泄物に含まれる成分
を分析する機能を有する測定機と、前記便器にて排泄物を採取する採集器と、前記測定機
と採集器とを連結する支持手段とを備えた排泄物測定装置において、前記採集器に、前記
便器への取付部と前記測定機への取付部を設けたことを特徴とするので、採集器を容易に
便器から取り外すことができトイレ全体や便器の掃除が容易である。
【０００５】
　上記目的を達成するために請求項２は、トイレ内で用便行為により得られた使用者の排
泄物の成分を測定する排泄物測定装置において、便器に対して非固定とされ、排泄物に含
まれる成分を分析する機能を有する測定機と、前記測定機及び便器の双方に取り付けられ
る採集器とを備えると共に、前記採集器は便器から取り外した場合であっても、前記測定
機によって支持されるように構成されていることを特徴とするので、採集器を容易に便器
から取り外すことができトイレ全体や便器の掃除が容易である。
【０００６】
　その際、前記便器のリムと便座の間に緩衝部材を設けて、リムと便座の間に空隙を形成
すると共に、排泄物を採取する採集器を便器のリムに取り付けるための取付部を前記空隙
内に配置して取付けるようにすれば、採集器を便器に係止したときに便座の座面高さが変
わることが無く、座り勝手が変化することがない。
【０００７】
　請求項３は、前記採集器は、前記測定機に対して回動もしくはスライドさせることによ
って床面からの取付高さを可変できることを特徴とするので、さまざまな形状や座面高さ
が存在する便器であっても採集器を係止することができる。
【０００８】
　その際、前記採集器を洋風大便器に取付けた場合に、床面からの取付高さを300mm～450
mmの間で可変できるようにすれば、さまざまな座面高さが存在する洋風便器であっても採
集器を係止することができる。
【０００９】
　その際、前記採集器の支持部を測定機の左右方向に移動可能とすれば、便器に対して左
右どちらでも測定機を配置できるだけでなく、使用者の使い勝手に応じて測定機の配置位
置を移動させることができる。
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【００１０】
　請求項４は、前記採集器と測定機の間を構成する支持部材の長さを可変としたことを特
徴とするので、使用者の使い勝手に応じて測定機の配置位置を移動させることができる。
【００１１】
【００１２】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明について、その実施例を図に基づき説明する。
　図１は本発明の第一の実施例の排泄物測定装置における測定状態を示す斜視図である。
図５は採尿器２を便器に取付けた状態を示す側面図である。
　便器１に係止され尿（排泄物）を採取する採尿器（採集器）２は、便器１のリム１－ａ
の上面に配置される取付部２－ａ、採尿アーム２－ｂ、および、採尿皿２－ｃによって構
成されている。採尿器２は少なくとも１つ以上の回動部３をヒンジとする支持部材４を介
して、使用者が排泄した排泄物をポンプ（図示せず）により吸引すると共にその成分を分
析する測定機５に連結されている。
【００１３】
　支持部材４と測定機５の間には、測定機５に向かって左右に移動が可能なレール機構６
が形成されている。レール機構６によって採尿器２と測定機５の相対位置を変更可能であ
るため、使用者は測定機５の位置を自分自身の左右どちらにも配置可能であるし、足の位
置に測定機５が干渉しないようにトイレの奥行き方向の配置を変更することも可能であり
、排泄物測定装置を設置することによる使用者のトイレ使い勝手が悪くなることを極力低
減することができる。
　支持部材４はその途中に長さを変更できるための、例えばスライドイン式の、調節機構
７が形成されている。
【００１４】
　採尿器２は、その取付部２－ａにより便器１のリム１－ａに取り付けられ、且つ前述の
支持部材４により測定機５自体に取付けられている。すなわち、採尿器２は、便器１への
取付部と測定機５への取付部を備えている。なお、便器１への取付けは、直ぐに外れない
ようにネジ止め等により便器を挟持するような機構にしてもいいし、直ぐに外れるように
便器リム１－ａの上から取付部２－ａを被せて位置決めするような機構にしてもいい。
　図５に示すように、取付部２－ａの厚さは、便器リム１－ａとその便器リム１－ａに当
接する裏面に緩衝部材９－ａを設けた便座９の空隙間隔寸法以下の高さで構成されている
。
　取付部２－ａは便座９の緩衝用部材９－ａの間で、便座９に干渉しない位置に配置すれ
ば、便座９の座面位置が取付部２－ａの高さによって上がることがなく、使用者が便座９
に座るときの座り勝手が変化することがない。
　採尿器２と測定機５の間は必要最低限の長さとなるから、排泄物を吸引するポンプの容
量に余裕を確保する必要がなく、吸引する排泄物の量も最低限で良い。測定機５をコンパ
クトにできるだけでなく、測定に要する時間の低減や測定精度の向上が計れる。
【００１５】
　図２は本発明の第一の実施例の排泄物測定装置の清掃時の状態を示す斜視図である。
　採尿器２全体は支持部材４を含めて便器リムへの係止を外して、上方に立て上げている
。この状態にすれば、便器リム面の清掃や便器と測定機５の間にある床面の清掃が容易に
なる。
【００１６】
　図３は本発明の第二の実施例の排泄物測定装置における支持部材固定部を示す斜視図で
ある。
　前述の実施例では図１のように支持部材４を回動するヒンジで支持する方式を示したが
、単なる上下スライド機構８によって上下の自由度を加えることでも、採尿器２の床面に
対する高さ位置を変更可能である。
【００１７】
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　図４は本発明の第一の実施例における支持部材調節機構７を示す斜視図である。
　支持部材４は部材４－ａと部材４－ｂで構成されており、長穴７－ａと固定ネジ７－ｂ
で構成された調節機構７によって接続されている。固定ネジ７－ｂを緩めると、部材４－
ａと部材４－ｂの位置をずらすことができ、支持部材４の長さを変更可能である。支持部
材４の長さを変更することにより、採尿器２と測定機５の位置関係を変更可能である。使
用者に対する測定機５の位置関係を変更可能であるから、排泄物測定装置を設置すること
による使用者のトイレ使い勝手が悪くなることを極力低減することができる。支持部材４
は板状の例を示したが、棒状であったり、可撓性のあるホース状でも、採尿器２と測定機
５の相対的位置関係を保つということでは効果は同じである。
【００１８】
【発明の効果】
　本発明は上記構成により次の効果を発揮する。
　請求項１では、便器の近くに設置され、排泄物に含まれる成分を分析する機能を有する
測定機と、前記便器にて排泄物を採取する採集器と、前記測定機と採集器とを連結する支
持手段とを備えた排泄物測定装置において、前記採集器に、前記便器への取付部と前記測
定機への取付部を設けたので、採集器を便器から外しても測定機により支持されるように
構成されるので、採集器を容易に便器から取り外すことができトイレ全体や便器の掃除が
容易である。
【００１９】
　請求項２では、便器に対して非固定とされ、排泄物に含まれる成分を分析する機能を有
する測定機と、前記測定機及び便器の双方に取り付けられる採集器とを備えると共に、前
記採集器は便器から取り外した場合であっても、前記測定機によって支持されるように構
成されているので、採集器を容易に便器から取り外すことができトイレ全体や便器の掃除
が容易である。
【００２０】
【００２１】
　請求項３では、採集器は、測定機に対して回動もしくはスライドさせることによって床
面からの取付高さを可変できるので、さまざまな形状や座面高さが存在する便器であって
も採集器を係止することができる。
【００２２】
【００２３】
【００２４】
　請求項４では、採集器と測定機の間を構成する支持部材の長さを可変としたので、使用
者の使い勝手に応じて測定機の配置位置を移動させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第一の実施例における測定状態を示す斜視図である。
【図２】　本発明の第一の実施例における清掃時の状態を示す斜視図である。
【図３】　本発明の第二の実施例における支持部材固定部を示す斜視図である。
【図４】　本発明の第一の実施例における支持部材調節機構を示す斜視図である。
【図５】　本発明の採尿器の便器への取付状態を示す側面図である。
【符号の説明】
１　　　便器
１－ａ　便器リム
２　　　採尿器（採集器）
２－ａ　取付部
２－ｂ　採尿アーム
２－ｃ　採尿皿
３　　　回動部
４　　　支持部材
４－ａ　部材
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４－ｂ　部材
５　　　測定機
６　　　レール機構
７　　　調節機構
７－ａ　長穴
７－ｂ　固定ネジ
８　　　スライド機
９　　　便座
９－ａ　緩衝部材

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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